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青年期男女に対するデートバイオレンス防止教育モデルの構築 
－授業前後の暴力認識調査から－ 














法：統計ソフト PASW Statistics for Windows18.0で，授業前後の平均値の比較は， non paired-t検定，
男女間の平均値の比較は paired-t検定を用いた（有意水準はｐ＜0.01）。 
倫理的配慮：川崎医療福祉大学倫理委員会（No.79）の承認を得た上で実施した。 
Ⅲ．結果：1.調査票の回収数（％）は 1142名中 1009名(88.3%)，有効回答は 990名（98.1%)，うち女性 672
名，男性 318名。平均年齢（±SD）16.3(±1.2)歳，交際相手がいる 338名(34.1％)，いない 652名(65.9％)。
2.授業前後のデートバイオレンス認識：1）身体・心理的暴力得点，授業前 7.5点，後 7.8点，性的暴力授業




力 1項目，性的暴力 2項目，身体・心理的暴力 1項目の計 4項目，授業後支配・服従的暴力 2項目，身体・
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